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今月のクイズ

タイヤが滑る

　もうすぐ夏休み、海や山へとドライブの計画を立てている方も多いと思います。最近は、道路が
冠水するほどの大雨や、次々と発生する積乱雲が同じ場所で長時間停滞すること（線状降水帯）に
よる集中豪雨などが発生し、車が立ち往生するケースが増えています。
　今月は、どのくらいの雨量で道路が冠水するか、冠水路を走行するとどうなるのかを知り、走行
ルート上の天気の予測の大切さと、走行中に大雨に遭遇したときの対処法を確認しましょう。

天気の予測と大雨時の運転

　雨量と車の走行の関係についてみてみると、1時間あたりの降水量が20～30mmの「強い雨」が降
ると、走行中の車はワイパーを速くしても前方が見づらい状態になります（図1）。30～50mmの
「激しい雨」になるとタイヤが滑ってブレーキが効きにくくなります。50mm以上の「非常に激しい
雨」、80mm以上の「猛烈な雨」になると、道路の排水が追いつかず冠水して川のようになるおそれ
があり、車の走行が危険な状態になります。天気予報で「非常に激しい雨」もしくは「猛烈な雨」の
予報が出ているときは、運転を控えるか走行している場合は安全な場所へ移動して停止する必要があ
ります。
　また、線状降水帯が発生しそうなときは気象庁より「線状降水帯予測」が半日前からニュースや天
気予報、気象庁ホームページの防災情報で情報提供されます。該当する地域の走行予定がある場合
は、走行ルートや日程を変更するなどして危険回避する必要があります。

　大雨や台風、それに起因する河川の氾濫など
で、道路はあっという間に冠水する場合がありま
す。道路が冠水した場合、深さが10cmを超える
とブレーキの性能が低下し、30cm（足の向う脛
くらい）を超えるとエンジンが停止して立ち往生
してしまいます（図2）。50cm（膝上くらい）
以上になると、外からの水圧でドアが開きにくく
なり、パワーウィンドウ車は窓を開けることがで
きなくなるため車に閉じ込められます。このと
き、車は浮いてしまう可能性もあり、水に流れが
あると車が流される危険性があります。

（図は、自動車で避難中に津波に
よる浸水に遭遇した場合の危険性
に関し示された内容を基に作成し
ています）

出典：千葉県 平成24年3月「H23
年度東日本大震災千葉県
津波調査業務委託報告
書」より弊社作成

車が立ち往生してしまうほどの雨量とはどのくらいなのか?

大雨で道路が冠水すると車はどうなるのか？
出典：気象庁 平成29年9月「雨と風の階級表」より弊社作成

20～30 強い雨 どしゃ降りで傘をさして
も濡れてしまう。

ワイパーを速くしても
前方が見づらい。

1時間雨量
（ｍｍ）

雨の強さ
（予報用語）人の受けるイメージと影響 運転への影響

30～50 激しい雨 バケツをひっくり返した
ように降る。

タイヤが滑りブレーキが
効きにくくなる。

50～80 非常に激しい雨
滝のように降り、傘は全く
役に立たなくなる。

80～ 猛烈な雨 息苦しくなるような圧迫感
があり、恐怖を感じる。

車の運転は危険！

図 1：雨の強さと降り方

（ハイドロプレーニング現象）
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エンジンが停止する。車から脱出
を図らなければならない。

パワーウィンドウが開かなくなり
車に閉じ込められる。車が浮い
て、水に流れがあるとそのまま流
されるので、非常に危険な状態に
なる。

水の深さ　50cm以上

水の深さ　30~50cm

水の深さ　10~30cm

水の深さ　10cm未満

ブレーキの性能が低下する。安全
な場所に移動する必要がある。

走行するのに、とくに問題ない。

図2：水の深さ別にみた車へ
の影響について

2021年に起きた交通事故（305,196件）の
うち、濡れた（湿潤）舗装道路で起きた事
故件数を、次の中から選んでください。

①24,087件（約8％）
②34,087件（約11％）
③44,087件（約14％）

（答えは裏面）
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　ドライブに出発する前や、走行中に雲行きがあやしくなってきたときの対処法についてみてみまし
ょう。

天気の情報を確認
　ドライブ前にラジオやインターネット、スマートフォンアプリなどで天気の情報を確認しましょう
　走行中に天気が悪くなったら、気象庁の「キキクル」で大雨や洪水などの危険度を調べましょう
大雨に遭遇した時の対処法
　走行中に雨が強くなったら減速し、車間距離をあけ、ヘッドライトを点けましょう
　路肩に寄せて車を停めるときは、ブレーキランプの強い光で後続車の追突を防ぎましょう
　エンジンが停止しドアが開かなくなったら、シートベルトを外し、窓を割って避難しましょう

今月のクイズの答え

③44,087件（約14％）　出典：公益財団法人交通事故総合分析センター 令和3年「地形別 路面状態別・昼夜別 天候別 全事故件数」より

出発前にラジオやインターネット、スマートフォンアプリなどで天気の情報を確認しましょう。
最近は、スマートフォンで目的地までのドライブルート上に発生する天気のリスクを確認できるアプリ「ウ
ェザーニュース」の中の『ドライブリスク予報』※1や、NEXCO東日本、中日本エリアの高速道路を利用する
際に進行方向の気象と道路情報を確認できる「ドラキャス」※2などの情報アプリがあります。急な大雨によ
る路面状況や視界の悪化のおそれが発生したときは、アプリの情報が更新され、危機回避の手助けになるの
で、利用するのもよいでしょう。

運転中にスマートフォンを見ること、操作することは危険な行為であるとともに道路
交通法違反（第71条5の5）になります。「ドライブリスク予報」や「ドラキャス」を
利用するときは、車を安全な場所に停めてから確認をしましょう。

ドライブ前にラジオやインターネット、スマートフォンアプリなどで天気の情報を確認しましょう

ラジオやインターネット、
スマートフォンアプリで天
気の情報を確認する

気象庁の防災情報「キキ
クル」で土砂災害や洪水
の危険度を確認する。

天気の情報を確認しよう

　走行中に大雨に遭遇したときの対処法についてみてみましょう。
走行中に大雨に遭遇したときの対処法

※1：株式会社ウェザーニューズ　ウェザーニュース　　アプリの『ドライブリスク予報』
※2：一般財団法人日本気象協会　ドラキャス　　（iOS 版提供中 /Android 版 2023 年 6 月リリース予定）

注
意

山や河川に近い場所を走行中に天気が悪くなった場合は、近くの駐車場などに車を停
めて、気象庁ホームページの防災情報「キキクル」で土砂災害や洪水の危険度を確認
しましょう。
大雨や河川の氾濫の注意（黄色）が出ていたら、現在地から避難できる安全な場所を
確認しましょう。警戒（赤色）や危険（紫色）が出ていたら、すみやかに安全な場所
へ避難しましょう。なるべく警戒情報が低い段階で、避難の準備をしましょう。

走行中に天気が悪くなったら、気象庁の「キキクル」で大雨や洪水などの危険度を調べましょう

雨天時は、タイヤと路面の間に水の膜ができてスリップしやすい状態になります。雨が強くなっ
てきたら急ハンドル・急ブレーキを避け、タイヤが路面をとらえていると感じられるまでゆっく
りと減速して、前車との車間距離を十分にあけましょう。昼間でもヘッドライトを点け、夜間は
上向きにして前方の視認性を高めるとともに、周囲に対し自車の存在を知らせましょう。

走行中に雨が強くなったら減速し、車間距離をあけ、ヘッドライトを点けましょう

前車がよく見えないほど雨が強い状態になると、運転自体がとても危険になります。ハザードラ
ンプを点滅させ、車を路肩に寄せて停めましょう。停止中は、テールランプを点けた状態で、さ
らにブレーキペダルを踏み続け、ブレーキランプの強い光で後続車の追突を防ぎましょう。

路肩に寄せて車を停めるときは、ブレーキランプの強い光で後続車の追突を防ぎましょう

エンジンが停止し、水圧でドアを開けられなくなったら、
①シートベルトを外しましょう。
②脱出用のハンマーを使い、窓を割って外に出ましょう。
脱出用のハンマーが無い場合は、ヘッドレストを引き抜き金具のとがった部分を使うなどして窓
を割りましょう。窓を割ることができなくても、あわてることはありません。車内に入ってきた
水と車外の水位が同じになると、水圧が下がりドアが開きやすくなります。車外に出るときは傘
を持ち、たたんだまま杖のように地面を探り、足元の安全を確認しながら避難しましょう。

エンジンが停止しドアが開かなくなったら、シートベルトを外し、窓を割って避難しましょう

注意
現在地から避難できる
安全な場所を確認する

警戒

危険 速やかに安全な場所へ
避難する

減速し、車間距離
をあけ、ヘッドラ
イトを点ける

ブレーキランプの
強い光で、後続車
の追突を防ぐ

シートベルトを外し、
窓を割って避難する
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